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月　　日 イ　ベ　ン　ト 内　　　　　　容

森の万華鏡を
万華鏡で新緑の森をのぞいたら、どんな風に見えるかな？手作りの

３日（祝）
つくろう！

万華鏡で観察してみよう！

時間 午後１時～２時30分　　定員 15人　　費用 300円

ちはや園地の森の中で、楽しいネイチャーゲームにチャレンジ！

ちはや園地の
森で宝物をさがしたり、生き物カルタをしたり、自然とふれあう楽

４日（祝）
森で遊ぼう！

しいゲームを楽しみませんか？

時間 ①午前10時30分～

②午後１時～　　定員 各回15人　　費用 300円

新緑の森の
新緑の風そよぐ金剛山で、心もからだもウキウキしてくる楽しい音

５日（祝）
コンサート

楽を聴こう！

時間 午後１時～２時30分　　定員 見学自由　　費用 無料

６日（土）
宇宙をさぐる 太陽メガネを作って、太陽を観察しよう！

カンタン工作 時間 午後１時～２時30分　　定員 15人　　費用 300円

春の夜空では、北斗七星からおとめ座まで続く大きな星のカーブと、

20日（土）
春の大曲線と そばで明るく輝く木星が見ごろです。西の空には土星もまだ見えて、

木星を見よう！ 星空はとてもにぎやかです。

時間 午後７時30分～９時　定員 30人　費用 400円　※要宿泊（宿泊費別途）

金剛山の夏鳥を
南国から金剛山に帰ってきた夏鳥たちの、恋のさえずりを聴きに行

21日（日）
探しに行こう！

ってみよう！

時間 午前９時30分～午後１時　　定員 30人　　費用 300円

木星と球状星団
南の空に輝く春の星座と木星を観察したら、東の空に昇ってくる初

27日（土）
を見よう！

夏の球状星団を観察しよう！

時間 午後７時30分～９時　定員 30人　費用 400円　※要宿泊（宿泊費別途）

月と木星を
東の夜空に明るく輝く木星と、西の夜空の月を望遠鏡で観察しよ

３日（土）
見よう！

う！望遠鏡なら、木星の縞模様や、月のクレーターが見えます。

時間 午後７時30分～９時　定員 30人　費用 400円　※要宿泊（宿泊費別途）

千早の伝統ちま
千早の伝統のちまきを手作りしよう！笹の香りただようおいしいち

10日（土）
きを作ろう！

まきです。

時間 午後０時30分～３時　　定員 15人　　費用 300円

〜

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

〜

５
　
　
　
　
月

６
　
月

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056 村営宿泊施設「香楠荘」 1&40321



川
は
、
人
の
心
を
癒
し
、
人
と
人

と
の
つ
き
あ
い
を
深
め
る
な
ど
住
民

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
り
、

学
識
者
や
行
政
と
と
も
に
「
川
の
環

境
づ
く
り
」
を
考
え
る
会
議
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
た
だ
し
、
今

回
は
、
石
川
流
域
を
対
象
に
行
い
ま

す
。川

に
関
し
て
何
か
取
り
組
み
た
い

人
や
意
見
を
述
べ
た
い
人
な
ど
自
由

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
27
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所
　
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
３
階

講
堂

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
土
木
事
務
所
維
持
管
理
課

計
画
補
修
グ
ル
ー
プ

1
@5
１
１
３
１
　
5
@5
６
１
０
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/tondo/

index.htm

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
お
お
さ
か
河
内
材
」
に
つ
い

て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
社
会
の
中
で
府
民
と
林
業
者
と

と
も
に
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
日

５
月
13
日（
土
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜

場
所
　
南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど

内
容
　
○
建
築
家
に
よ
る
木
造
建
築

に
つ
い
て

○
セ
ミ
ナ
ー
、
家
具
工
房
・

木
造
建
築
物
の
見
学

移
動
方
法
　
個
人
の
車
に
て
移
動

（
車
の
用
意
で
き
な
い

人
は
相
談
く
だ
さ
い
）

定
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用
　
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

1
&2
０
０
９
０

赤
十
字
募
金

５
月
１
日（
月
）か
ら
６
月
30
日

（
金
）ま
で「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

（
募
金
活
動
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
織
田
正
己
　（
小
吹
68
―
１
５
３
）

５
０，

０
０
０
円

亡
祖
母
ア
キ
エ
の
供
養
と
し
て

◎
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
く
す
の
き
）

喫
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い

（
二
河
原
辺
８
―
１
）

１
５
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
井
出
好
彦
（
桐
山
４
６
６
―
甲
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
進
の
供
養
と
し
て

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

５
８，

８
２
６
円

千
早
赤
阪
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て

◎
匿
名３，

７
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
匿
名２

０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

3

現
在
は
残
念
な
が
ら
三
層
目
を
残

し
、
そ
こ
か
ら
上
部
を
欠
損
し
て

い
ま
す
。
層
塔
の
塔
身
に
は
、
明

確
に
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
釈

迦
を
表
す
不
空
成
就
が
彫
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
塔
に
は
年

号
は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
形
態
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
前
半

頃
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

t
不
本
見
神
社
の
「
層
塔
」 Vol.20

今
回
は「
不
本
見
神
社
の
層
塔
」

を
紹
介
し
ま
す
。

以
前
、「
ヤ
ー
ホ
相
撲
」
が
行

わ
れ
る
不
本
見
山
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
の
不
本
見
山
の
山

頂
に
は
、
不
本
見
神
社
が
あ
り
、

そ
の
神
社
内
に
層
塔
は
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

層
塔
は
、
凝
灰
岩
と
い
う
石
を

用
い
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来

は
五
層
の
屋
根
の
五
重
塔
と
し
て

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

「
南
河
内

水
辺
の
つ
ど
い
」開
催

〜
川
の
環
境
づ
く
り
住
民
会
議
〜

第
１
回
も
り
元
気
セ
ミ
ナ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ



公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が決

ま
り
ま
し
た

ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
が
管
理
し
ま
す
。

従
来
、
公
の
施
設
の
管
理
を
委
託

す
る
場
合
、
委
託
先
は
公
共
的
団
体

な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
り
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
が

創
設
さ
れ
、
民
間
事
業
者
や
そ
の
ほ

か
の
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
に
も
公

の
施
設
の
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
村
の
場
合
、
す
で
に
平
成
16
年

度
か
ら
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
香

楠
荘
を
㈱
グ
ル
メ
杵
屋
を
指
定
管
理

者
に
指
定
し
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
平
成

18
年
３
月
村
議
会
定
例
会
で
議
決
さ

れ
、下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
各
施
設
は
、
そ
れ

施 設 名 指定管理者名／指定期間

千早赤阪村立 社団法人千早赤阪楠公史跡保存会

郷土資料館 平成18年４月１日～平成22年３月31日

千早赤阪村立
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会

いきいきサロン
平成18年４月１日～平成22年３月31日

（やまゆり・くすのき）

机
・
い
す
を
譲
り
ま
す

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
村
立
小
学

校
の
机
と
い
す
（
１
〜
３
年
生
用
）

を
買
い
替
え
ま
す
の
で
、
従
来
使
用

し
て
い
た
も
の
を
希
望
す
る
人
に
譲

り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
５
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て

は
、
希
望
ど
お
り
の
数
量
を
譲
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

取
り
は
５
月
29
日（
月
）か
ら
６
月
２

日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

学
校
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り

組
め
る
健
康
づ
く
り
の
基
本
計
画
と

し
て
、「
健
康
ち
は
や
あ
か
さ
か
21
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
計
画
書
の
概
要
版
を
広
報

５
月
号
に
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
計
画
書
は
左
記
の
場
所
で

今
月
中
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
担
い

合
う
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
計
画
書
の
概
要
版
を
広
報

５
月
号
と
同
時
配
布
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
計
画
書
は
左
記
の
場
所
で

今
月
中
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

■
計
画
書
を
閲
覧
で
き
る
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
、役
場
１
階
、

小
吹
台
連
絡
所
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
（
や
ま
ゆ
り
・
く
す
の
き
）、

く
す
の
き
ホ
ー
ル

元気な村づくりに向けた地域の活性化策に
ついて、村民の皆さんのご意見やご提案をい
ただくため、５月中旬から下旬にかけて、
「千早赤阪村元気に向けて」地区別懇談会を
開催します。
詳細の日程などについて
は、広報５月号に折り込ん
でいるチラシをご覧くださ
い。
多数の住民の皆さんのご
参加をお待ちしています。
〈問い合わせ〉秘書政策課

「千早赤阪村元気に向けて」
地区別懇談会を開催します

4

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が決

ま
り
ま
し
た

「
健
康
ち
は
や
あ
か
さ
か
21
」

を
策
定
し
ま
し
た

各
種
計
画
の
策
定

「
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

５月３日の憲法記念日を中心に１日から７日まで

は憲法週間です。日本国憲法は民主主義、平和主義

と並んで、基本的人権の尊重を重要な柱の一つとし

ています。

私たち一人ひとりの人権が保障された差別のない

明るい社会を築くために、

今一度、家庭で憲法につ

いて考えてみましょう。

5月1日～7日は憲法週間
「育てよう一人ひとりの人権意識」
5月1日～7日は憲法週間
「育てよう一人ひとりの人権意識」

▲いきいきサロン「くすのき」
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
76
号

3 月 定 例 会 の あ ら ま し

平成18年３月の千早赤阪村議会定例会（第１回）は３月８日に開会し、条例制定・
改正、補正予算、平成18年度当初予算、「郷土資料館」及び「いきいきサロン」の指
定管理者の指定案件や意見書など計30議案が提案され、それぞれ慎重に審議し原案ど
おり可決しました。

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

３
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

○
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
協
議
会
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
千
早
赤
阪
村
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
制
定
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
職
員
定
数
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館
設
置
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
立
い
き
い
き
サ
ロ
ン
設
置
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
立
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
河
南
町
、
太
子
町
及
び
千
早
赤
阪
村
障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
の
共
同

設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
河
南
町
、
太
子
町
及
び
千
早
赤
阪
村
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
回
）
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

回
）
に
つ
い
て

○
食
の
安
全
・
安
心
確
保
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
パ
ー
ト
労
働
者
等
の
待
遇
改
善
と
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

介
護
保
険
条
例
の
改
正

介
護
保
険
事
業
計
画
の
３
年
ご
と
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
18
年
度
か
ら
の

基
準
額
保
険
料
が
３，

１
７
８
円
か
ら
４，

８
５
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
所
得
段
階
区
分
を
増
や
す
こ
と
な
ど
の
改
正

案
が
定
例
会
初
日
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
こ
の
改
正
案
を
総
務
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
22
日
の
本
会
議
で
は
委
員
会
で
の
詳
細
な
審
査
報
告
を
受

け
、
賛
否
の
討
論
を
経
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
総
費
用
、
給
付
費
は

年
10
％
を
超
え
る
伸
び
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
12
年
の
ス
タ
ー
ト
時
に
比

べ
る
と
約
２
倍
に
達
す
る
勢
い
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
推

移
す
れ
ば
、
制
度
そ
の
も
の
が
維
持

で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
見
直
し
が

行
わ
れ
た
。

見
直
し
の
大
き
な
柱
は
「
介
護
予

防
」
に
重
点
を
お
い
た
内
容
で
、
本

人
の
意
欲
や
能
力
を
引
き
出
す
た
め

に
新
た
な
予
防
給
付
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、「
地
域
支
援

事
業
」
を
実
施
、
制
度
の
充
実
が
図

ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
３
期
の
保
険

料
は
所
得
の
少
な
い
人
に
と
っ
て
は

か
な
り
の
負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
３
年
間
こ
の
保
険
料
で
運

用
さ
れ
る
間
に
十
分
調
査
研
究
を
し

て
、
次
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
は

住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
、
本
議
案
に
賛
成
す

る
。

賛
　
　
成

反
　
　
対

介
護
保
険
料
が
52
・
６
％
引
き
上

げ
ら
れ
、
基
準
額
で
４，

８
５
０
円

に
な
り
、
非
課
税
世
帯
で
月
額
２，

４
２
５
円
の
保
険
料
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

時
に
は
１
割
の
負
担
が
必
要
で
、
施

設
利
用
者
は
部
屋
代
・
食
事
代
が
利

用
者
負
担
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
。
し
か

も
、
年
金
が
月
額
１
５，

０
０
０
円

以
上
あ
る
人
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
た
め
年
金
額
が
減
り
、
国
保

料
が
払
え
な
い
事
態
も
予
想
さ
れ
、

保
険
料
負
担
は
限
界
だ
。
保
険
料
引

き
上
げ
は
高
齢
者
・
自
治
体
に
悪
影

響
が
出
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
減

免
を
実
施
し
て
い
る
が
、
村
で
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
激
変
緩
和
措
置

が
行
わ
れ
る
が
、
国
の
補
填
は
な
く

結
局
被
保
険
者
の
負
担
と
な
る
。
引

き
上
げ
の
原
因
は
、
創
設
当
初
介
護

保
険
費
用
の
50
％
を
国
が
負
担
し
て

い
た
が
、
25
％
ま
で
引
き
下
げ
た
こ

と
に
あ
る
。
国
庫
負
担
割
合
を
50
％

に
戻
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度

地
方
議
会
議
員
年
金
は
、
昭
和
36
年
７
月
に
地
方
議
会
議
員
互
助
年

金
法
に
基
づ
く
任
意
加
入
の
互
助
年
金
制
度
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

翌
年
の
12
月
、
地
方
公
務
員
共
済
法
に
基
づ
く
強
制
加
入
の
年
金
制

度
に
移
行
、
目
的
は
、
公
務
員
の
場
合
と
同
じ
で
退
職
議
員
や
そ
の
遺

族
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
か
ら
み
て
評
判
の
良
く
な
い
議
員
年
金
で
す
が
、
法
律
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
制
度
と
し
て
残
っ
て
い
る
国
会
議
員
の
年
金
と
地
方
議

会
議
員
の
年
金
制
度
と
は
異
な
り
ま
す
。

国
会
議
員
の
場
合
、
国
会
議
員
互
助
年
金
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
掛
金
の
約
70
％
が
公
費
負
担
、
受
給
額
が
在
職
10
年
で

年
額
４
１
２
万
円
、
受
給
資
格
が
得
ら
れ
な
く
て
も
在
職
３
年
以
上
で

あ
れ
ば
掛
金
の
８
割
が
も
ど
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
議
会
議
員
の
場
合
は
、
議
員
に
な
っ
た
ら
加
入
が
強
制

さ
れ
、
議
員
の
掛
金
、
特
別
掛
金
、
公
費
負
担
等
の
率
は
総
務
省
令
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
町
村
議
員
の
年
金
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
議
員
在
任
12
年
で
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
但
し
３
年
以
上
12
年
未
満
は
退
職
一
時

金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

町
村
議
員
の
場
合
、
議
員
掛
金
が
報
酬
の
15
％
、
公
費
負
担
が
11
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
の
議
員
の
掛
金
は
、
個
人
負
担
が
月
４
３，

５
０
０
円
、
公
費
負

担
は
月
３
１，

９
０
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
に
現
行
の
報
酬
で
在
任
12
年
で
退
職
し
た
場
合
の
年
金
月
額
は
約

８
６，

０
０
０
円
で
す
が
、
12
年
未
満
で
退
職
し
た
場
合
の
一
時
金
は

自
分
の
掛
け
た
額
の
56
％
か
ら
72
％
し
か
貰
え
ず
、
公
費
負
担
分
は
返

還
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
年
金
制
度
で
す
が
、
い
ま
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
町
村
の
減
少
と
議
員
の
減
少
で
、
市

会
議
員
共
済
会
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
と
も
財
政
が
急
速
に
悪
化
し
、

平
成
20
年
に
は
両
共
済
会
と
も
積
立
金
が
枯
渇
す
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
議
員
の
掛
金
率
の
再
引
き
上
げ
や
給
付
水
準
の
再
引
き
下

げ
等
、
年
金
制
度
維
持
の
た
め
の
法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

指
定
管
理
者
導
入

案
を
受
け
、
公
募
方
式
と
随
意
契
約

方
式
と
の
比
較
等
、
種
々
の
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆「
郷
土
資
料
館
」
は
、
社
団
法
人
　

千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会
へ

【
指
定
理
由
】

①
公
的
職
員
の
人
件
費
に
比
較
し
て

安
価
で
あ
る
。

②
当
該
法
人
が
築
き
上
げ
た
交
流
関

係
や
会
員
数
８
０
０
名
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
道
の
駅
経
営
に
よ
る
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
。

③
楠
公
祭
の
実
施
、
史
跡
の
清
掃
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
効
果
が

大
で
あ
る
。

◆「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
、
社
会

福
祉
法
人
　
千
早
赤
阪
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ

【
指
定
理
由
】

①
公
的
職
員
の
人
件
費
に
比
較
し
て

安
価
で
あ
る
。

②
当
該
法
人
の
取
り
組
み
の
中
で
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
一
体
化

し
て
実
施
で
き
る
。

③
当
該
法
人
は
地
域
福
祉
の
向
上
を

推
進
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
運
営
効
果
が
大
で
あ
る
。

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
条
例
の
改
正
に
よ
り
、「
村
立
郷
土
資
料
館
」
及

び
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
管
理
委
託
制
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
を

全
会
一
致
で
可
決
し
、
関
係
大
臣
へ

提
出
し
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

指
定
管
理
者
導
入

〇食の安全・安心確保を求める意見書
〈提出先〉
内閣総理大臣、科学技術・食品安全担当大臣、外務大臣、
厚生労働大臣、農林水産大臣

〇パート労働者等の待遇改善と最低賃金の引き上げを
求める意見書

〈提出先〉
内閣総理大臣、厚生労働大臣

●

意

見

書
●

指
定
管
理
者
制
度
と
は

従
来
の
管
理
委
託
制
度
で
は
で
き

な
か
っ
た
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
体
が
指
定
し
た
「
指

定
管
理
者
」
に
使
用
許
可
を
含
む
施

設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

指
定
管
理
者
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
法
律
上
特
段
の
制
約
が
な
い
こ

と
か
ら
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
含
む
法
人
そ
の
他
団
体
が
、
議
会

の
議
決
を
経
て
指
定
管
理
者
と
し
て

公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
制
度
の
効
用

①
住
民
に
と
っ
て
は
公
の
施
設
を
民

間
事
業
者
が
一
元
的
に
管
理
運
営
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
の
効
率
化

が
図
れ
る
。

②
行
政
側
に
と
っ
て
も
、
当
該
施
設

の
管
理
に
要
す
る
人
員
の
削
減
や
経

費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

③
「
住
民
自
治
」
の
意
識
高
揚
と
醸

成
が
図
れ
る
。

■
議
会
の
動
き

平
成
18
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

行
政
側
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
の
提
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村
長
は
昨
年
、
財
政
再
建
団
体

へ
の
転
落
を
避
け
る
た
め
「
元
気
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
村
の
再
生
に
向

け
て
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

し
か
し
こ
の
間
、
国
が
進
め
る

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
村
の
一
般
財
源
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

元
気
プ
ラ
ン
が
目
的
を
達
成
す
る

に
は
、
職
員
の
意
識
改
革
と
住
民
の

理
解
・
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

村
長
は
こ
れ
を
具
体
的
に
ど
う
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

元
気
プ
ラ
ン
に
は
健
全
な
行
財

政
改
革
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と

い
う
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
こ
れ
を

達
成
す
る
に
は
、
住
民
・
事
業
者
・

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
が

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
方
策
と
し
て
、
村
の
職
員
に

は
「
新
た
な
発
想
を
備
え
る
職
員
の

育
成
」
と
「
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行

す
る
」
と
い
っ
た
組
織
風
土
づ
く
り

を
行
い
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、

村
の
行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
表

し
、
５
月
頃
に
は
各
地
区
で
村
の
活

性
化
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
会
を
開
催

す
る
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
一
般
公
募
し

た
「
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
」
を

は
じ
め
と
す
る
住
民
参
加
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
、
積
極
的
に
住
民
意
識

の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス
は
昨
年
の

３
月
に
１
期
工
区
が
完
了
し
、
そ
の

利
便
性
は
相
当
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
川
西
大
橋
の
基
礎
工

事
も
鋭
意
進
め
ら
れ
て
お
り
、
暫
定

２
車
線
の
部
分
を
も
併
せ
、
２
期
工

区
の
用
地
買
収
や
測
量
な
ど
の
進
捗

状
況
を
伺
い
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
の
整
備
状
況
は
現

在
、
境
界
確
定
や
交
差
す
る
町
道
、

農
道
と
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
買

収
後
文
化
財
調
査
を
実
施
し
、
工
事

を
行
い
、
平
成
22
年
度
を
目
途
に
２

期
区
間
の
７
０
０
ｍ
間
が
つ
な
が
る

予
定
で
す
。

渋
滞
の
原
因
で
あ
る
川
西
大
橋
の

竹
下
内
閣
時
代
に
配
付
さ
れ
た

１
億
円
は
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
も
の
に

活
用
さ
れ
、
ま
た
残
額
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

平
成
２
年
度
に
は
観
光
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
村
勢
要
覧
の
作
成
、
道
路

案
内
標
識
に
、
４
年
度
で
は
、
く
す

の
き
ホ
ー
ル
の
ど
ん
ち
ょ
う
や
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
の
購
入
な
ど
に
活
用
し

ま
し
た
。

昨
年
ま
で
の
主
な
も
の
と
し
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
農
村
公
園
の
整

備
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
残
高
は
約
92
万
円
で
す

が
、
有
効
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

改
修
で
す
が
、
耐
震
設
計
に
よ
る
取

り
付
け
部
の
工
事
を
行
い
、
２
期
区

間
の
供
用
と
併
せ
平
成
22
年
度
末
を

目
途
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 昨年開通した河南赤阪バイパス

清
井
議
員

田
中
議
員

「
元
気
プ
ラ
ン
」
は
行
政
と
住
民
の協

働
で

「
元
気
プ
ラ
ン
」
は
行
政
と
住
民
の協

働
で

一般財源総額の推移（百万円） 
2500

15年 16年 17年 18年 

2000

1500

1000

2261
2101 2015

1894

いっぱん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

３月議会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

国
道
３
０
９
号
の
今
後
の
整
備
計
画
は

国
道
３
０
９
号
の
今
後
の
整
備
計
画
は

「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
」
の
使
途
と
残
額
は

「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
」
の
使
途
と
残
額
は



8

村
長
の
述
べ
て
い
る
「
棚
田
周

辺
」
の
景
観
保
全
で
は
、
棚
田
復
元

こ
そ
課
題
で
す
。
全
村
的
活
用
の
村

づ
く
り
で
は
、
特
定
土
地
貸
付
制
度

に
よ
り
、
市
民
農
園
で
収
入
に
つ
な

げ
る
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
意
向
調
査
を
し
、
具
体
的
提
案

が
必
要
で
は
。

遊
休
・
放
置
農
地
対
策
は
、

国
・
府
で
も
進
め
て
お
り
、
村
で
も

野
上
議
員

遊
休
農
地
を

生
か
し
た

村
づ
く
り
を

遊
休
農
地
を

生
か
し
た

村
づ
く
り
を

り
、
森
屋
地
区
か
ら
設
置
要
望
が
あ

れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

浅
野
議
員

ち
び
っ
こ
広
場
の
設
置
を
！

ち
び
っ
こ
広
場
の
設
置
を
！

村
内
に
は
ち
び
っ
こ
広
場
が
12

カ
所
あ
る
が
森
屋
西
地
区
に
は
な
い
。

特
に
オ
レ
ン
ジ
ヒ
ル
地
区
内
に
は
子

ど
も
達
も
多
く
、
安
全
な
遊
び
場
を

確
保
す
る
意
味
か
ら
、
ち
び
っ
こ
広

場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
村
で
は
昭
和
61
年
に
ち
び
っ

こ
広
場
設
置
要
綱
を
制
定
し
た
。
各

地
区
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
整
備
す

る
が
、
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
地

元
に
お
願
い
し
て
い
る
。
最
低
10
年

以
上
使
用
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
村

が
砂
場
、
滑
り
台
、
ぶ
ら
ん
こ
な
ど

を
整
備
す
る
。
オ
レ
ン
ジ
ヒ
ル
に
子

ど
も
が
多
い
こ
と
は
承
知
し
て
お

な
自
然
が
あ
る
。
村
民
の
心
の
豊
か

さ
を
培
う
た
め
に
も
、
財
政
を
見
直

す
あ
ま
り
、
失
う
も
の
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

住
民
と
心
の
通
わ
な
い
行
政
に
な

ら
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

井
上
議
員

18
年
度
の
村
政
運
営
は

18
年
度
の
村
政
運
営
は

国
の
行
政
改
革
で
交
付
税
が
減

少
し
、
村
民
に
負
担
を
求
め
財
政
運

営
が
抜
本
的
に
見
直
し
さ
れ
た
。
18

年
度
の
総
予
算
は
前
年
度
比
３
・

２
％
の
減
で
、
住
民
の
要
望
に
も
応

え
る
の
が
困
難
と
思
う
し
、
村
民
の

負
担
に
も
限
界
が
あ
る
。
村
は
ど
の

よ
う
に
村
政
を
す
す
め
る
の
か
。

財
源
不
足
の
中
で
地
方
分
権
に

ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
徹
底
し
た
行
政

改
革
が
必
要
で
あ
る
。

昨
年
度
策
定
の
元
気
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
村
が

行
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
公

平
性
や
必
然
性
な
ど
で
、
平
成
16
年

度
か
ら
の
第
２
次
健
全
化
方
策
に
よ

り
受
益
者
負
担
の
導
入
、
村
単
独
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
新
た
な

負
担
を
求
め
る
も
の
、
廃
止
す
る
も

の
も
あ
る
。

分
権
型
社
会
に
お
い
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
の
は
行
政
だ
け
で
は
な

い
。
住
民
、
事
業
者
と
の
協
働
や
相

互
の
連
携
も
必
要
で
、
そ
う
し
た
体

制
整
備
も
図
っ
て
い
く
。
住
民
の
目

線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
る
。

村
に
は
歴
史
、
文
化
、
豊
か

平
成
18
年
度
予
算
が
成
立
し
た

が
、
大
幅
な
財
源
不
足
に
よ
る
超
緊

縮
型
の
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
仕
分
け
に
よ
る
徹
底
し
た
歳
出

削
減
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
様
々

な
行
財
政
改
革
項
目
を
ま
と
め
た
実

施
計
画
案
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
作

成
が
で
き
た
。
住
民
に
も
情
報
提
供

を
行
い
、
計
画
項
目
の
検
証
、
見
直

し
等
、
計
画
の
前
倒
し
に
つ
い
て
も

努
力
す
る
。

住
民
に
痛
み
を
お
願
い
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
電
柱
等
の
占
用
数

量
に
つ
い
て
も
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

必
要
な
施
策
は
残
し
、
不
要
な
施
策

は
中
止
す
る
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
の
利

い
た
財
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

事
業
仕
分
け
の
更
な
る
推
進
を
！

事
業
仕
分
け
の
更
な
る
推
進
を
！

森屋オレンジヒル地区

棚田ファンクラブによる芋ほり



意
向
調
査
な
ど
行
い
、
退
職
者
の
活

用
等
、
遊
休
農
地
を
な
く
す
よ
う
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
保
護
法
は
有
事
法
制
の
も

と
で
の
戦
争
協
力
法
で
す
。
条
例
が

制
定
さ
れ
た
村
保
護
計
画
は
①
米

軍
・
自
衛
隊
へ
の
協
力
計
画
に
し
な

い
②
協
議
の
内
容
は
公
表
し
、
住
民

の
意
見
を
求
め
る
③
学
校
や
生
徒
・

児
童
を
訓
練
な
ど
に
組
み
入
れ
な
い

④
国
民
保
護
、
緊
急
事
態
対
策
本
部

を
常
態
化
せ
ず
、
自
然
災
害
防
災
、

救
援
を
優
先
す
べ
き
で
す
。
憲
法
を

遵
守
す
べ
き
村
長
の
見
解
を
。

計
画
は
全
住
民
対
象
で
、
武
力

攻
撃
や
緊
急
事
態
で
の
避
難
や
救
援

内
容
で
あ
り
、
区
長
・
消
防
団
と
も

協
議
し
国
、
府
の
計
画
に
沿
う
も
の

で
す
。

訓
練
は
全
住
民
と
な
り
、
学
校
や

児
童
・
生
徒
も
対
象
と
し
ま
す
。
本

部
設
置
も
自
然
災
害
の
対
策
と
は
異

な
る
と
考
え
ま
す
。

憲
法
改
悪
と
同
時
進
行
で
、

戦
争
意
識
の
押
し
付
け
に
村
は
手
を

貸
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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認
め
ら
れ
な
い

戦
争
協
力
の

国
民
保
護
法

認
め
ら
れ
な
い

戦
争
協
力
の

国
民
保
護
法

教
育
委
員
会
は
「
小
学
校
は
当

面
、
赤
阪
小
と
小
吹
台
小
の
２
校
を

残
す
」
方
針
を
示
し
た
。
多
聞
小
で

は
早
く
か
ら
再
編
を
検
討
し
て
欲
し

い
と
い
う
声
が
出
て
い
た
が
今
日
に

至
っ
た
。
保
護
者
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
に
、校
区
は
ど
う
す
る
の
か
、

時
期
は
い
つ
に
す
る
の
か
、
方
針
を

棚
田
百
選
の「
下
赤
阪
の
棚
田
」

は
村
の
貴
重
な
資
源
だ
。
村
長
は
「
都

市
住
民
に
よ
る
自
主
耕
作
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
農
業
従
事
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
休
憩
・
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
」と
表
明
し
て
い
る
。

棚
田
保
全
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に

は
現
在
の
仮
設
ト
イ
レ
で
は
、
満
足

な
活
動
が
で
き
な
い
。
周
辺
に
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
よ
う
工
夫
が
必
要
だ
。

文
化
財
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
整
備
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
保
全
活
動
だ
け
で
な
く
、
棚
田

や
史
跡
を
訪
れ
る
人
も
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
は
ト
イ
レ
を
増
設
し
、

村
道
の
舗
装
が
随
所
で
亀
裂
を

起
し
陥
没
す
る
恐
れ
も
あ
り
補
修
が

必
要
だ
。
道
路
管
理
者
は
「
常
に
良

好
な
状
態
を
保
つ
た
め
の
維
持
管

理
」
を
行
う
責
任
が
あ
る
。

本
年
度
の
維
持
管
理
予
算
は
３
５

５
万
円
だ
が
、
そ
れ
で
維
持
管
理
が

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
補
修
す
る
道

路
の
舗
装
は
全
面
改
修
か
部
分
改
修

か
。本

村
は
狭
小
な
道
路
が
多
く
ゴ
ミ

本
村
は
河
内
木
材
の
生
産
地
で

有
名
だ
が
、
今
後
の
事
業
に
木
材
等

資
源
の
一
層
の
活
用
を
提
言
す
る
。

「
千
早
交
流
ふ
れ
あ
い
施
設
」
の
整

備
が
始
ま
る
が
、
村
内
産
の
木
材
等

を
利
用
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
木
材
等
を
活
用
し
た
民
芸
品
の

生
産
販
売
の
拡
大
も
大
切
で
あ
る
。

間
伐
、
枝
打
ち
等
、
森
林
育
成
に
対

す
る
補
助
に
つ
い
て
も
伺
う
。

「
千
早
交
流
ふ
れ
あ
い
施
設
」

に
地
元
木
材
等
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。
民
芸
品
の
拡
大
も
よ
り
一
層
図

っ
て
行
く
。
森
林
育
成
の
補
助
は
、

一
定
の
基
準
で
補
助
制
度
が
あ
る
。

収
集
等
、
日
常
生
活
に
も
不
便
が
あ

る
。
拡
幅
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

少
な
い
予
算
だ
が
、
簡
易
な
補

修
は
職
員
で
行
っ
て
い
る
。
地
区
に

よ
っ
て
は
材
料
費
を
支
給
し
、
み
な

さ
ん
に
補
修
を
お
願
い
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
業
者
発
注
で
、
舗
装
面

は
必
要
な
範
囲
に
な
る
。
狭
小
な
道

路
の
拡
幅
は
、
地
域
か
ら
も
要
望
を

頂
い
て
お
り
予
算
の
関
係
も
あ
る
が

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

役
場
や
く
す
の
き
ホ
ー
ル
を
利
用
さ

れ
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

文
化
省
等
関
係
機
関
と
協
議

が
必
要
だ
。
直
売
所
の
ト
イ
レ
を
利

用
す
る
こ
と
も
、
検
討
す
べ
き
だ
。

示
し
、「
児
童
が
減
っ
た
か
ら
統
合
」

で
は
な
く
、
今
後
の
村
づ
く
り
を
考

え
た
再
編
を
行
う
べ
き
だ
。

統
合
の
必
要
性
は
ご
理
解
い
た

だ
い
た
。
通
学
の
安
全
面
に
も
配
慮

し
な
が
ら
方
針
を
決
め
た
い
。

複
数
校
体
制
で
通
学
バ
ス
を

確
保
し
、
方
針
を
示
す
べ
き
だ
。

関
口
議
員

橋
爪
議
員

小
学
校
再
編
は

今
後
の
村
づ
く
り
を
考
え
て

小
学
校
再
編
は

今
後
の
村
づ
く
り
を
考
え
て

農
村
公
園
に
ト
イ
レ
の
設
置
を

農
村
公
園
に
ト
イ
レ
の
設
置
を

村
道
の
維
持
管
理
は

村
道
の
維
持
管
理
は

木
材
等
の
資
源
の
活
用
を

木
材
等
の
資
源
の
活
用
を

現在の仮設トイレ
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雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

団
塊
の
世
代
が
一
斉
に
60
歳
の
定

年
退
職
を
迎
え
る
。

団
塊
と
は
、
昭
和
22
年
か
ら
昭
和

24
年
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
の
時
期
に
生
ま
れ
た
約
６
８
０

万
人
の
こ
と
で
、
こ
の
年
代
は
人
口

の
密
度
が
高
く
、
同
年
齢
の
塊
と
い

う
意
味
で
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

こ
の
団
塊
の
世
代
の
退
職
は
、
深

刻
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

企
業
で
は
、
現
場
を
熟
知
す
る
技

術
工
が
い
な
く
な
る
の
で
は
と
い
っ

た
問
題
や
経
験
の
蓄
積
の
必
要
な
教

師
、
警
察
官
等
の
人
材
不
足
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代

の
高
齢
化
か
ら
年
金
医
療
等
社
会
保

障
制
度
が
維
持
出
来
る
の
か
と
い
っ

た
国
家
的
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

そ
の
他
、
巨
額
の
退
職
金
支
払
い

は
深
刻
な
問
題
で
、
特
に
、
地
方
自

治
体
の
財
政
を
圧
迫
す
る
事
は
確
実

で
あ
る
。

村
で
は
、
任
期
付
き
職
員
採
用
で

特
別
に
退
職
金
の
起
債
を
認
め
て
貰

っ
た
が
、
こ
の
対
応
の
評
判
は
良
く

な
い
。
し
か
し
、
身
分
が
保
障
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
制
度
導
入

を
提
案
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
職
員
を

私
は
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｔ
・
Ｋ

明
日
香
村
は
す
べ
て
の
業
務
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
簡
素
で
効
率
的
な

仕
組
み
を
再
構
築
し
、
将
来
に
わ
た

り
、
村
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
計
画
の

達
成
に
向
け
て
、
積
極
的
に
推
進
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

４
部
11
課
１
局
で
あ
っ
た
組
織
を
村

長
部
局
４
課
と
教
育
委
員
会
の
２
課

に
再
編
さ
れ
、
助
役
、
収
入
役
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
定
数
も
２
名
減
の
10
名
と

な
り
、
職
員
数
に
つ
い
て
も
１
１
０

名
よ
り
80
名
を
目
標
と
し
て
努
力
し

て
い
ま
す
。

村
に
は
２
つ
の
公
社
が
あ
り
、
職

員
の
派
遣
と
多
数
の
住
民
の
雇
用
を

推
進
し
て
お
ら
れ
、
１
つ
の
公
社
で

は
全
国
よ
り
会
員
有
志
を
募
り
年
会

費
に
て
運
用
し
て
い
る
「
あ
す
か
オ

ー
ナ
ー
制
度
」
が
あ
り
、
合
計
７
つ

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
設
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
盛
況
で
あ
る
と
関
村
長
よ
り

〜
明
日
香
村
の
行
財
政
改
革
〜

明
日
香
村
を
視
察

新
政
会

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

関
村
長
自
身
も
心
の
改
革
を
さ

れ
、
決
算
時
に
そ
の
課
が
節
約
し
、

予
算
が
余
れ
ば
、
そ
れ
を
今
ま
で
は

カ
ッ
ト
し
て
い
た
が
、
そ
の
カ
ッ
ト

を
や
め
て
、
そ
の
課
の
努
力
の
お
陰

で
と
思
い
、
来
年
度
も
そ
の
課
で
使

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

本
村
で
も
そ
の
よ
う
な
決
算
が
一

日
で
も
早
く
で
き
ま
す
よ
う
に
祈
り

な
が
ら
帰
村
し
ま
し
た
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
こ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
。
早

急
に
改
修
を
。

森
林
組
合
の
端
材
を
利
用
で
き

な
い
か
検
討
し
て
き
た
。
中
途
半
端

な
使
用
は
で
き
な
い
の
で
、
来
年
度

も
休
止
し
た
い
。

端
材
が
な
い
の
な
ら
ど
う
す

れ
ば
確
保
で
き
る
の
か
知
恵
を
し
ぼ

る
の
が
行
政
の
仕
事
で
は
な
い
の
か
。

引
き
続
き
努
力
を
要
望
す
る
。

徳
丸
議
員

野
活
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
改
修
を

野
活
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
改
修
を

こ
の
事
業
の
目
的
、計
画
面
積
、

村
の
財
政
的
な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
問
う
。

当
地
は
平
成
14
年
に
策
定
し
た

第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
、
北
部
新
市
街
地
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
３
０
９
号
バ
イ
パ
ス
の

効
果
を
最
大
限
に
活
用
し
、
税
収
増

や
就
労
機
会
の
増
加
な
ど
を
は
か
る

た
め
、
市
街
化
を
促
進
し
た
い
。

約
４
ha
の
エ
リ
ア
で
村
道
整
備
を

行
う
。
新
市
街
地
形
成
の
た
め
最
低

限
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
。

具
体
的
な
計
画
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

大
規
模
な
住
宅
開
発
の
可
能
性
は
低

い
。
村
の
財
政
負
担
が
極
力
伴
わ
な

い
よ
う
す
す
め
る
。

（
仮
称
）村
道
大
森
線
の
新
設
に
つ
い
て

（
仮
称
）村
道
大
森
線
の
新
設
に
つ
い
て

国
道
・
府
道
の
交
通
安
全
対
策
を

国
道
・
府
道
の
交
通
安
全
対
策
を

国
道
３
０
９
号
や
府
道
の
必
要

な
箇
所
へ
の
信
号
機
の
設
置
を
引
き

続
き
要
望
す
る
。

３
０
９
号
の
供
用
開
始
と
と
も

に
交
通
事
故
が
発
生
。
今
後
も
バ
イ

パ
ス
へ
の
信
号
機
の
設
置
を
要
望
す

る
。
ま
た
府
道
柏
原
駒
ヶ
谷
線
に
は

引
き
続
き
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。
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森屋 沼 田　賢 悟 さん
＜19歳　双子座＞

近況は・・・

ヤマガタ（封筒の会社）で仕事をしています。

夢は・・・

空手の道場を持つことです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

地元の友達と南港までドライブに行ったこと

です。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

秋祭りのだんじりがあり、空気もきれいで、

静かなところがいいです。

来月号は・・・

中学校の同級生の南　実佳さんです。

南さんへメッセージを・・・

また、お店に遊びに行きます。

３歳のとき、
七五三の写真で
す。

KengoNumata

192

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

小吹台 やすじま　あかねちゃん
（安　　 嶋　　　　　 茜 ）

平成14年10月11日生まれ

やすじま　しゅうくん
（安　　 嶋　　　　　 柊 ）

平成16年12月７日生まれ
パパもママも茜と柊が大好きだよ。
いっぱい遊んで元気に育ってね。

父・猛さん、母・玲子さん

小吹台 ふくもと　まさこ ちゃん
（ 福　　 本　　　　 真　 子 ）

平成15年11月７日生まれ
いつもニコニコ。いつまでもその笑顔で私たちの
心を和ませて・・・。 父・隆一さん、母・康代さん
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受章おめでとうございます

３月19日、平成17年度大阪府消防表彰式が、府立
青少年会館で開催されました。
表彰式は会場の都合で代表受章であったため、３

月31日に大橋団長より各受章団員に伝達されました。
受章団員は次のとおりです。（敬称略）
消防庁長官表彰

永年勤続功労章　副団長　井上　繁
大阪府知事表彰

消防功労章　中津原分団長　谷口　三年
大阪府消防協会会長表彰

奥田継三、楠本圭作、竹花　廣、西田重利、
山本恭弘、尾崎充宏、中谷正豊、本多　満

●村消防団表彰●

ストライクー・アウト!!

３月26日、村民運動場で千早赤阪ソフトボール審
判伝達式が行われました、ＷＢＣ（ワールド・ベー
スボール・クラシック）効果もあり25名の参加のも
と、今年度のオフィシャルルールの改正、競技者必
携の改正、記録記帳の改正、審判実技や事例研修な
どに熱心に取り組んでいました。
千早赤阪村審判員連盟では、選手一人ひとりが公正

でよりよい試合ができるよう、鋭意努力していますの
で、一人でも多く、ソフトボールに参加ください。

●審判伝達式 ●

推薦は「輝く霧氷」

平成17年度千早赤阪村フォトコンテストの入賞作品
が決定しました。
入選作品は、５月９日（火）から16日（火）までくすの

きホールで、また、５月22日（月）から６月２日（金）ま
で府民センター、６月７日（水）から18日（日）までちは
や星と自然のミュージアムで展示します。
（敬称略）
推　薦 「輝く霧氷」 富田林市　田中宗雄（写真）
特　選 「虹の棚田」 富田林市　泉原清二

「僕たちの稲刈り」生駒市　小谷員弘
準特選 「雪の兄弟」 和歌山市　松浦義教

「雨上りの田守り」 堺市　ウチガタトキオ
「楽しいな！」 河南町　西川　務
「木洩れ日」 貝塚市　塔筋照和

ほか入選10点、コニカミノルタフォトクラブ賞１点

●フォトコンテスト●
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

わくわくドキドキ初めての学校

４月６日、小中学校で入学式が行われました。桜もほとん
ど満開で、少し肌寒い日でしたが、新１年生たちは元気に入
学式に臨み、これから始まる学校生活への期待に胸をふくら
ませていました。
また、７日には幼稚園で入園式が行われました。
今年の入学（園）者数は、次のとおりです。
¡赤阪小学校　　　23人　　¡千早小学校　　５人
¡多聞小学校　　　２人　　¡小吹台小学校　12人
¡千早赤阪中学校　49人
¡こごせ幼稚園　25人（３歳児）、１人（４歳児）、１人（５歳児）

●入学式・入園式●

災害に備えよう!! 自主防災訓練

４月16日、吉年地区において地震後の山火事を想
定した避難訓練が行われました。
訓練には、70人の地域住民が参加。老人憩いの家
に避難するとともに、担架などで動けない高齢者の
救助活動も行いました。災害時さながらの訓練に参
加した住民の皆さんは、真剣な表情で、改めて災害
に対する心構えを確認されていました。
また、富田林市消防署による心肺蘇生法を始め、
応急手当の講習や骨折・止血・三角巾の使い方など
の講習を受け、いつでも誰もが対応できるよう、有
事に備え練習しました。

▲応急手当の講習

●吉年地区●
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター（診療所）

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ ６月28日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

胃 ・ 大 腸 が ん
月　　日 ５月11日（木）・５月21日（日）
受　　付 午前９時～11時15分

対　　象 受診日現在、40歳以上の人
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

内　　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円
場　所 保健センター
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の1割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ターの福祉係へ事前に申し出てください。）

＊定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
＊介助の必要な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

がん検診の申し込み受付は
５月分の検診⇒３月より受付中
９・10・11・12月分の検診⇒６月１日より受付開始
〔５月分のがん検診の予約を受付します。〕

が ん 検 診 の お 知 ら せ

４月から麻しん、風しんは麻しん・風しん混合ワクチン
の接種になりました。次のとおり接種してください。
¡１期　１歳～２歳で１回接種
¡２期　５歳～７歳未満で小学校就学前の１年間で１回接

種
３月までに麻しん、風しんのいずれかを単独で接種した

場合や、上記の対象年齢を超えた場合は保健センターまで
問い合わせください。
２期は当面の間、４月以降に１期を接種したお子さんの

みが対象になります。
手持ちの『予防接種手帳』に添付された用紙ではなく、

医療機関に備えつけの予診票を使用ください。

これまで、日本脳炎（２期）と二種混合（２期）の予防
接種は、小学校での集団接種を行っていましたが、今年度
からは医療機関での個別接種になります。対象になる年齢
のお子さんには、小学校を通じてお知らせがあります。
※日本脳炎（１期・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧
告により、現在接種を見合わせています。再開が決まり
ましたら、広報などでお知らせします。
※なお、中学３年生が対象の日本脳炎(３期)は廃止されま
した。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

日本脳炎（２期）と二種混合（２期）

麻しん・風しん混合

予防接種の一部が変わりました

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

日時 平成18年５月23日（火） 午後１時30分～３時30分
場所 ノバティ長野南館　３階　多目的室ホール
内容 「体にあわせた健康運動・楽しく体を動かそう」

健康運動指導士　田中弘子
＊対象は、特定疾患医療受給者証および登録者証をお持ち
の人です。

〈申し込み・問い合わせ〉
富田林保健所　1@32681 FAX@47940

特定疾患患者・家族交流会のご案内

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

第　３ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第２・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談 ５月９日（火）午後１時30分
～３時 予約制５月19日（金）午前９時30分

（富田林保健所） ～11時
¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

な か よ し 広 場
５月２日（火）

午前10時
０歳～幼稚園入

（親と子の交流会）
５月17日（水）

～11時30分
園前の乳幼児と

６月６日（火） 保護者
あかちゃん広場

５月17日（水）
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
４ カ 月 児 午後１時 平成17年12月・
健　康　診　査

５月24日（水）
～１時15分 平成18年１月生

１歳児健康診査
午後１時15分 平成17年
～１時30分 ４・５月生

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ５月23日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ５月26日（金）１時30分～
な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

保健師による 午前９時30分
健康・育児・介

健 康 相 談
５月12日（金）

～11時30分
護など相談を希
望する人

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

［ ］身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談
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街
頭
で
「
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
人
に
景
品
差
し
上
げ
ま
す
」
な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
「
無
料
」「
タ
ダ
」
と
い
う
言
葉
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。街

で
は
、
ま
ず
あ
な
た
の
足
の
動
き
を
止
め
よ
う
と
甘
い
言
葉
が
い
た
る

所
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
言
葉
に
つ
れ
ら
れ
る
と
往
々
に
し
て

「
困
っ
た
」
事
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
事
務
所
に
連
れ
て
行

か
れ
、
帰
り
た
く
て
も
帰
し
て
も
ら
え
ず
、
何
時
間
も
話
を
聞
か
さ
れ
、
欲

し
く
も
な
い
高
額
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
よ
う
に
・
・
・
。

い
ら
な
い
も
の
は
「
い
ら
な
い
！
」
と
、
は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
。
あ
る
い
は
、
最
初
か
ら
無
視
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ

ま
れ
る
こ
と
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

街
頭
で
、
景
品
と
引
き
換
え
に
答
え
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
個
人
情
報
と
し
て

収
集
さ
れ
、
ど
こ
か
で
、
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
で
大
変
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
身
を
守
る
の

は
、
あ
な
た
自
身
な
の
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

◆
一
般
書

マ
マ
の
狙
撃
銃
　
　
　
　（
荻
原
浩
）

比
丘
尼
茶
碗
　
　
　（
澤
田
ふ
じ
子
）

火
喰
鳥
　
　
　
　
　
　（
杉
本
章
子
）

風
魔
（
上
・
下
）

（
宮
本
昌
孝
）

愛
の
あ
と
に
く
る
も
の
　（
辻
仁
成
）

地
に
埋
も
れ
て
　（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

星
に
願
い
を
　
　
　
　（
庄
野
潤
三
）

移
り
香
の
秘
密
　
　
　（
中
津
文
彦
）

今
夜
は
心
だ
け
抱
い
て
　（
唯
川
恵
）

空
想
亭
の
苦
労
咄
　
　（
安
野
光
雅
）

美
術
館
で
ひ
と
と
き
を（
岸
田
恵
理
）

山
好
き
女
教
師
の
定
年
退
職

（
石
井
昭
子
）

山
瀬
ま
み
の
お
ウ
チ
が
好
き
。

毎
日
が
好
き
。

（
山
瀬
ま
み
）

◆
児
童
書

お
の
ぞ
み
の
結
末
　
　
　（
星
新
一
）

す
て
ね
こ
メ
グ
ち
ゃ
ん
に
家
族
が
で

き
た
！

（
よ
し
き
ひ
さ
こ
）

は
る
で
す
よ
ふ
く
ろ
う
お
ば
さ
ん

（
長
新
太
）

【
お
願
い
】

お
家
に
眠
っ
て
い
る
汚
れ
や
破
損

の
な
い
単
行
本
、
文
庫
本
を
ご
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

本
を
図
書
室
に
お
持
ち
く
だ
さ
る
の

が
可
能
な
人
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

【
お
は
な
し
会
】

日
時

５
月
17
日（
水
）午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

５
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」
で

す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は

尊
い
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な
積

み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し

い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な

ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
宅
地
防
災
月
間
」
は
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅

地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ

る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る

災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地

災
害
を
な
く
そ
う
と
い
う
目
的
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に

府
内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と
協

力
し
て
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
宅

地
防
災
技
術
研
修
会
を
実
施
し
ま

す
。

【
ご
家
庭
で
も
次
の
点
検
を

お
忘
れ
な
く
】

１．

石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
に
亀
裂

な
ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、

ま
た
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

２．

石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
の
水
抜

き
穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出

て
い
ま
す
か
。

３．

地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

４．

排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

¡
大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

内
線
４
３
１
８

¡
村
建
設
課

「
宅
地
防
災
月
間
」

無
料
商
法
に
気
を
つ
け
て

事業主の皆さんへ
平成18年度労働保険の更新手

続きは、５月22日（月）までに済
ませてください（なお、平成18

年度から労災保険率が改定され
ていますので注意してください）。
労働保険料（労災保険・雇用
保険）の申告・納付についての
相談や問い合わせなどは、最寄
りの労働基準監督または下記ま
で連絡ください。
〈相談・問い合わせ〉

¡大阪労働局労働保険徴収課
106（4790）6330

¡ 〃　　労働保険適用課
106（4790）6340

¡ 〃　　労働保険事務組合
106（4790）6350

¡羽曳野労働基準監督署
10729%67161

大阪労働局からのお知らせ

短

歌

コ

ー

ナ

ー

島
　
村
　
千
　
恵

過
ぎ
し
日
は
過
ぎ
し
時
間
の
重
さ
あ
り
冬
野
に
椿
の
ひ
と
ひ
ら
が
落
つ

田
　
村
　
富
士
子

芽
ば
え
た
る
小
さ
き
命
生
か
さ
ん
と
点
滴
み
つ
む
る
娘
は
母
の
顔

内
　
田
　
あ
き
子

眞
夜
に
見
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
映
に
リ
ン
ク
で
自
分
が
踊
る
夢
見
た

川
　
邊
　
順
　
子

初
釜
に
振
袖
を
着
て
出
掛
け
る
子
を
見
送
る
朝
雪
風
巻
し

ま

き
お
り

尾
　
崎
　
茂
　
子

水
も
れ
の
滴
の
飛
び
て
細
き
葉
は
月
夜
に
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
な
り
ぬ



¡その他必要に応じて、提出する書類
があります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

相　　談

～人権問題で悩んでいる人へ～

人権問題で悩んでいる人は、人権擁
護委員が相談に応じます。当日都合の
悪い人は、近くの人権擁護委員に直接
相談ください。相談についての秘密は
固く守ります。
日時 ５月８日（月）

午後１時30分～３時30分
場所 役場第２会議室
※６月１日の「人権擁護委員の日」に
あわせて全国一斉の特設人権相談所
も開設します。
日時 ６月１日（木）

午後１時30分～４時
場所 役場第２会議室
人権擁護委員

¡田中鈴代　1&27387

小吹68－889

¡西浦玲子　1&20382

吉年260

¡田村　登　1&21425

二河原辺36－５
〈問い合わせ〉住民課

催　　し

月日 ５月20日（土）
午後１時30分～３時

場所 村立郷土資料館　２階研修室
定員 40人（電話で受付）
講師 村誌編集委員　伏井猛朗　氏
費用 500円（入館料を含む）
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588

人　　事

３月31日付けで退団された大橋慶二

前団長の後任に、４月10日付けで岡本
善三副団長が団長に任命されました。

募　　集

子ども長期自然体験モデル事業実行
委員会では、田植えを計画しています。
ぜひ、親子で参加ください。
日時 ５月28日（日）

午前９時30分～
※苗の生育や天候などで変更すること
があります。
集合 くすのきホール
定員 小学生と保護者　25組
費用 無料
受付 ５月15日（月）まで
※昼食は各自で用意してください。
〈申し込み・問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

楠公史跡保存会では、「金剛山の里
の自然と歴史を次の世代へ」をスロー
ガンに年間を通じて美化・清掃、整備
を行うなど景観の向上に努めていま
す。会員と一緒にお手伝いいただける
ボランティアを募集しています。
対象 どなたでも参加できます
月日 ５月27日（土）

午前８時～正午ころ
（大雨の場合は28日に変更）

集合場所 奉建塔（二河原辺）
用意するもの 草刈り用具など
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588

16

特設人権相談
農業体験しませんか

講演会
「郷土の歴史と楠公さん」

消防団長に岡本氏

草刈り・清掃ボランティア

クラブチーム・クラブ会員
村体育協会加盟の各団体では、クラ

ブチーム・クラブ会員を募集していま
す。あなたも健康維持・増進のため、
また仲間づくりのために一緒にスポー

ツを楽しみませんか。
※詳細（対象・活動時間・大会日程な
ど）については、各連盟・クラブに
問い合わせください。

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 問い合わせ

軟 式 野 球 連 盟 村　民　運　動　場 大 会 な ど 加藤　　明　1&20995

ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 村　民　運　動　場 大 会 な ど 植野　敏昭　1&21243

ゲ ー ト ボ ー ル 連 盟 村　民　運　動　場 大 会 な ど 尾方　了一　1&20783

テ　ニ　ス　連　盟 村 立 テ ニ ス コ ー ト 土・日曜日 瓦谷　義弘　1&27644

ゴ　ル　フ　連　盟 グロワールゴルフクラブ 大会など 仲野　直實　1&20040

バ レ ー ボ ー ル 連 盟 海 洋 セ ン タ ー 日　曜　日 武部　克正　1&21472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土　曜　日

横山登貴雄　1&03003
小 吹 台 小 学 校 日　曜　日

少 林 寺 拳 法 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 東　　省三　1@36175

卓　球　ク　ラ　ブ 海 洋 セ ン タ ー 土　曜　日 福留　敏郎　1&27335

少年野球スポーツ少年団
村　民　運　動　場 土　曜　日 山形　研介　1&21372

小 吹 台 小 学 校 土・日曜日 大西　昭彦　1&21773

少年サッカークラブ 村 民 運 動 場 ほ か 土・日曜日 田中　伸義　1&27387

リ　ズ　ム　体　操 海 洋 セ ン タ ー 水　曜　日 山上　孝代　1&27023

エ ア ロ ビ ク ス 海 洋 セ ン タ ー 火・木曜日 小林真由美　1&27375

ソ シ ア ル ダ ン ス 海 洋 セ ン タ ー 木　曜　日 繁田　長子　1&27401

海 洋 セ ン タ ー 火　曜　日

小 吹 台 小 学 校 水　曜　日 谷　　尚美　1&20729

３ 　 Ｂ 　 体 　 操 いきいきサロンくすのき 月　曜　日

海 洋 セ ン タ ー 金　曜　日
瀬戸　葉子　1&21279

いきいきサロンやまゆり 水　曜　日

体

操

連

盟



税

税金は納期限内に次の場所で納付し
ていただくようお願いします。
りそな・三菱東京ＵＦＪ・三井住

友・南都・近畿大阪・関西アーバンの
各銀行・大阪南農業協同組合・郵便
局・役場・小吹台連絡所
口座振替により納付されている場合
の引き落とし日は５月31日です。通帳
残高の確認をお願いします。車検に必
要な納税証明書は、納税通知書と一連
になっています。納付済の領収書があ
れば、そのまま証明書として使用でき
ます。前年度までの軽自動車税が未納
の場合、または検査有効期限が平成19

年５月31日以降の場合は使用できませ
ん。
〈問い合わせ〉税務課

平成18年度自動車税の納期限は５月
31日（水）です。納税通知書は５月10日
（水）に送付しますので、お早めに納め
てください。
車検のとき必要な納税証明書は、納
税通知書と一連になっていますので、
納付済の領収印があれば、そのまま証
明書として使用できます。
ただし、前年度までの自動車税が未
納の場合、または、検査有効期限が平
成19年５月31日（水）以降の場合は使用
できなくなっています。
なお、一定の要件に該当する身体障
害者、戦傷病者、知的障害者および精

神障害者の人が日常生活を営むうえで
不可欠な自動車について、減免の制度
があります。詳しくは、南河内府税事
務所まで問い合わせのうえ、５月31日
（水）までに申請ください。
〈問い合わせ〉

南河内府税事務所管理課
1@51131

身体などに障害をお持ちの人などで、
平成18年度軽自動車税の減免を申請さ
れる場合は、５月24日（水）までに印鑑、
身体障害者手帳、運転免許証を持参し、
税務課で手続きをしてください。
申請は毎年していただくものですの

で、平成17年度に減免されている人も
忘れずに手続きをしてください。
〈問い合わせ〉税務課

建　　築

村では、建築物の耐震診断の実施を
促進するため、民間建築物の所有者に
対して耐震診断に要した費用の一部を
補助します。
◎補助対象建築物（住宅で、現に居住
であるものに限る）
¡昭和56年５月31日以前のすべての
建築物

¡昭和56年６月１日～平成７年３月
30日建築基準法第６条第１項第４
号の建築物（木造二階の建築物）

◎補助額

耐震診断および予備診断に要した費
用の１/２（住宅一戸当たりの限度
額は25,000円です）

◎耐震診断・改修の相談窓口

7大阪建築防災センター（相談無料。
ただし、現場での相談や調査、見積
もり・査定などを希望される場合は
有料となります。
106（6942）0190

〈問い合わせ〉建設課

福　　祉

４月から児童手当の一部が変わりま
した。主な内容は、これまで小学校３
年生までの児童を養育している人を対
象に支給されていましたが、小学校６
年生まで拡大して支給されます。また、
所得制限が引き上げられました。
詳しい内容については、６月号でお
知らせします。
なお、今まで所得制限により受給で
きなかった人でも、所得や控除、扶養
人数に変動があれば受給できる場合が
あります。受給できると思われる人は、
問い合わせのうえ、５月中に申請して
ください。
前年の所得が一定額以上の場合は支
給されません。
現在受給している人は申請の必要は
ありません。
児童手当の額（月額）

¡第１子　　　　　5,000円
¡第２子　　　　　5,000円
¡第３子以降　　　10,000円
認定請求に必要なもの

¡印鑑
¡請求者の銀行または農協などの口座
番号（郵便局は不可）

¡請求者本人の健康保険証の写し（サ
ラリーマンで厚生年金などに加入し
ている人のみ）
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お知らせ

固定資産税（第１期分）
軽自動車税の納付は
５月31日まで

平
成
18
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
２
期
（
５
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
18
年
５
月
31
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
５
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

自動車税の納付・減免
制度のお知らせ

軽自動車税の減免申請は
５月24日までに

耐震診断費用の一部を補助

児童手当の申請
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■ 金剛山ロープウェイ

「金剛山ロープウェイ」は、村営ロープウェイとして昭和41年
４月に開通し、今年で開通40周年を迎えました。全長1323m、運
転速度は毎秒５mで千早駅から標高975mの金剛山駅までわずか６
分で到着します。
ロープウェイ車中から眺める金剛山は、四季折々の顔を見せて

くれます。春の山桜、夏の新緑、秋の紅葉、冬の樹氷はまさしく
自然の宝庫です。澄んだ空気と四季折々の花々、杉木立などわず
か６分で別世界を楽しませてくれます。

“あなたも大自然の空中散歩をしてみませんか”

金剛山ぐるり・自然満喫コース
ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

５月18日（木）
６月１日（木）

６月１日（木）

５月18日（木）

燃 え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空き缶・空きびん
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

５月２日（火）
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
６月２日（金）
６日（火）

５月18日（木）

５月24日（水）

５月16日（火）予定

５月30日（火）予定

５月31日（水）予定

５月11日（木）
25日（木）

５月３日（水）
６月７日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,736人（－37）

男　　3,210人（－26）

女　　3,526人（－11）

世帯数　2,317戸（－５）

３月末日現在、（ ）は対前月比

《金剛山ロープウェイの概要》
■昭和41年４月17日開通
■複線交走普通索道
■線路全長／1323m
■高低差／267m
■乗車定員／46人
■標高／千早駅：708m

金剛山駅：975m
■運転速度／５m/秒
※晴れた日には、関西国際空港
や明石大橋も見えます。
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